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6. 共鳴四波混合法によるCOの極端紫外分光

百 瀬 正 之

近 年､ 非 線 形 効 果 を利 用 した周 波 数 混 合 法 が､ 美 空 紫 外 領 域 や 極

端 紫 外 領 域 で 波 長 可 変 な コ ヒ ー レ ン ト光 を 得 る 方 法 と して研 究 さ れ

て い る｡ そ の 方 法 の 1つ に二 光子 共 鳴 四 波 混 合 法 が あ る が､ 最 近 に

な っ て､ この 方 法 が 真 空 紫 外 領･域 に お け る分 子 の 高励 起 状 態 の分 光

に有 効 で あ る こ とが 示 さ れ た｡ 本 研 究 で は､ 共 鳴 四波 混 合 法 を極 端

紫 外 領 域 で の 分 子 分 光 に応 用 す る シ ス テ ム を 構 成 し､ 一 酸 化 炭 素

(C0)の極 端 紫 外 分 光 を行 っ た｡ ポ ン プ 光 の 周 波 数 u lを､ 2 血日

が COの B l∑ ◆ (Ⅴ ′ - 0)-Ⅹ 1∑ ◆(Ⅴ 〝 = o )の こ 光 子 遷 移 の

1つ の Q ブ ラ ン チ 線 に一 致 す る よ う に固 定 し､ プ ロー ブ 光 の 周 波 数

u2を 15100cm-I- 18000cm-1の 範 囲 で 掃 引 した｡ パ ル ス ジ ェ ッ ト と し

て 供 給 さ れ る COに 両 方 の 光 を集 光 し､ W2が あ る遷 移 に共 鳴す る時

に95･4nm～97･8nmの コ ヒー レ ン ト光 を発 生 す る｡ この 方 歩 に よ り 8

つ の 状 態 が検 出 さ れ た｡ こ れ らの ス ペ ク トル 構 造 は､ Bl∑◆状 態 か

らプ ロー ブ さ れ て い る高 励 起 状 態 へ の - 光 子 遷 移 を反 映 した｡ しか

し､ 発 生 した ⅩUV光 の ピー ク周 波 数 は､ 既 知 で あ る分 子 定 数 か ら

計 算 さ れ た遷 移 周 波 数 よ りも0.5-2.0cm~l 高 波 数 側 にず れ て い た｡

96.9nmで の ス ペ ク トル に は､ P､ Q､ Rの 3つ の ブ ラ ン チ が 観 測 さ

れ､ 励 起 状 態 が rI状 態 で あ る こ とが 初 め て 確 定 した｡ ま た､ プ ロ ー

ブ 光 の 強 度 を 増 加 さ せ た場 合 とCOの背 圧 を 増 加 させ た 場 合 に､ 飽

和 現 象 が 観 測 さ れ た｡ XUV光 の ピ ー ク 強 度 を 計 算 す る こ と に よ り､

B l∑◆-X l∑ ◆へ の 二 光 子 遷 移 の 中 間 状 態 と して AlrI状 態 の 寄 与 が

大 き い こ とが わ か っ た｡
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